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平成22年度 文部科学省 「大学生の就業力育成支…援事業(就業力GP)」

学 問 ・世 界 ・仕 事へ の

リンクが育 む就業カ
ー 専門教育と就業力 をつ なげるカリキュラム

並 びに個別学習マップの構築一

神立 孝 一

(創価大学経済学部学部長)

はじめに

経済学部の神 、Zでございます。今 日は、お忙 しい中おいでいただ きまして大変にあ

りがとうございます。私か らは、 これ まで経済学部で取 り組んで まい りました就業力

GPの 内容を少 し紹介 させていただ きなが ら、最終的には創価 大学全体 の就業力 とい

いますか、就職の力が伸びていけばいいというその願い を込めまして、事例紹介にな

りますが発表をさせていただきたいと思い ます。

まず、このGPのIt_式 的な名称はタイ トルに出ています ように 「大学生の就業力育

成支援 事業」 いわゆ る 「就業力GP」 と

いわ れ る もの で す(ス ラ イ ド1)。 本 学

で このGPに 申 し込 み い た しま した の は

経済学 部が 中心 に な りま して、 キ ャ リア

セ ンター の方 々 と も手 を取 り合 って中 身

を考 えて きた もので ござい ます 。 テーマ

が 「学 問 ・世 界 ・仕 事へ の リ ンクが 育 む

就 業力」 と うこ とで、 サ ブ タ イ トルで 、

「専 門教育 と就業 力 をつ なげ る カ リキ ュ
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ラム並びに個 別学習マ ップの構築」。 こ

のテーマを掲 げて申請をお こない、認め

られたものでございます。

本 日の発表の内容であ りますが、就業

力GP採 択の報告、本学部の掲 げる就業

力 とは何か、具体 的な取 り組 みの概 要、

取 り組みの詳細、今後のスケジュールと

いう順でお話 をさせていただきたいと思

います(ス ライ ド2)。 もともとこの就

業力GPと い うのは5年 間の計画で認め られたものであ りますので、今後は、経済学

部か ら全学への展開 とい うこ とを考えて、いろいろなスケジュー ルを組 んでみ まし

た。それでは具体的に話 しをさせていただきます。

1.就 業力GP採 択の報告

まず 、 就業 力GP採 択 の 報告 とい うこ と とな ります(ス ラ イ ド3、4)。 経 済学 部

で は2007年 度 に 「グ ローバ ル化 時 代 の経 済学 教 育」 とい うテ ーマ で 「特 色GP」 に採

択 され ま した。 具体 的 な内容 は皆 さん よ くご存 じのIP(イ ン ター ナ シ ョナ ル プ ログ

ラ ム)で す。 つ ま り、 英語 に よ る経 済学 教育 とい うこ とで、英 語 のみ を使 って授 業 を

して い く。 それ を体 系 的 に組 み 上 げた グ ローバ ル化 時代 の授 業 とい うこ とで採択 され

ま した。3年 計画 で前 学部 長 の長 谷部先 生 の強力 な リー ダー シ ップ によ りま して、最

終 年 度の2009年 度 まで、 これが 続 き ま した。GPが 採択 され ます とい ろい ろ と良い こ

とが あ りま した ので、 もう一度 経済 学 部 として もチ ャ レンジ した い とい うこ とにな り

3

就業力GP採 択の報告
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ました。そこでスタッフ全員でいろいろ相談 をいたしました。だいたい2009年 の秋 口

くらいか ら、次は どのようなGPを 申し込 もうか、 という議論のなかか ら、今回の就

業力GPの テーマが浮かび上がって まい りました。そ うした流 れか ら、昨年の11月 に

申請の準備 を開始 したのです。

採択 された中身であ りますが、学部教育 目標 を掲 げ、カリキュラムチェ ックリス ト

(CCL)を 作成する ということであ ります。経済学部の教育 目標 というのはこれまで

もいろいろな形で公表 してきてお りますが、

-体 系的な経済学教育 を通 して問題発見 ・解決能力、論理的思考能力 を備 えた人

材 を育成する。

② 英語による経済学教育を通 して、 グローバル社会で役立つコ ミュニケーシ ョン

カ を備えた人材を育成す る。

③ 人間主義に基づ く経済学教育を通 して、人類 の平和 に貢献 し、世界に通用する

人材を育成す る。

これが経済学部の3つ の目標です。それに基づ きま して、様 々な形でカリキュラム

を考えて参 りました。 さらに、 カリキュラムチェ ックリス トを全科 目にわたって作成

いた しました。 これについては また後で詳 しくご説 明させていただ きたい と思い ま

す。それから、学部 主催の海外研修 を3研 修体制 に拡充 しました。これについて もま

た後で詳 しくご説明いた しますが、3つ の研修 とい うのは、具体的にいいます とシ ン

ガポール、カリフォルニア、マ ンチェス ター。 この3つ の海外研修を設定いた しまし

た。それか ら、最 も活用 させていただいてお りますのが、3つ 目の経済学部の教育 ラ

ウンジ、"FEEL"で ござい ます。A棟 の2階 に経済学部 の学生た ちが 自由に出入 り

をして、そこで様々な勉強がで きる。そ うい うラウンジを作 って頂 きました。そ こで

今年話題 にな りました、経済学能力検定試験 の大学対抗戦で6連 覇を果た したメンバ

ー。このメンバーたちが大いにこのラウンジを活用 した しまして、学生同士で相互に

経済学を学び合 うとい うことをしてお ります。現実 には我々、教員サ イ ドは彼 らに対

して特に何かしたわけではな く、先輩が後輩にいろいろな形で教 えてい く、 というこ

とを果たすことがで きました。この ラウンジはあ りがた く活用 させていただいてお り

ます。

それか ら英語教員の増員、FD活 動の推進、学生 アシス タン ト、SAで す ね、 これ

を強化いたしました。特 に1年 生の基礎演習ですけれ ども、各ゼ ミ全員SAを 付ける

ということでSAの 強化 を図ってまい りま した。それか ら、英語で留学生が参加 して、

一緒 に授 業 を受 け る とい う形 のJASと い うプ ロ グラム、"Japan-AsiaStudiesPro一
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gram"を 開講いた しました。ここでは留学生向けに日本の経済をは じめ、様 々なこ

とにつ きまして英語で教育を行ってお ります。 したがって、 日本人の英語ができる学

生 も参加いた しまして、留学生 と共に学んでお ります。 日本にいなが ら海外で学んで

いるの と同 じ体制 をとることがで きる。こうい うこともやって まい りま した。

それか ら外部評価制度の確立で ございますが、2007年 度の この特色GPの 採択 に関

して外部評価 をお願い したのは、明治大学の安蔵先生、秋 田国際大学の小山内さん、

ジブ リの社長の星野 さん。この3名 の方 々に外 部評価委 員をお願いいた しまして、

様 々な点か らこの特色GPに ついての評価 をしていただ きました。そこでまたいろい

ろな意見がで まして、それ をさらに次の改革へつなげてい こうとい うことで、現在 も

進めている最中で ございます。

さて、「学 問 ・世 界 ・仕事へ の リンクが育 む就業力」 とい うことで、 この就業力の

申請 をしてきたわけですが、具体的にはこの就業力GP採 択の 一・つの柱が、学 部教育

と連動す るキ ャリア教育の実践 ということであ ります(ス ライ ド5、6)。 この就業

力育成支援事業の審査結果 とい うのをいただきました。この審査結果で、我 々が申請

いた しま した、プログラムの優 れた点 と して認めていただいたことが2点 ございま

す。

まず1点 目は、本事業の趣旨、つ ま りこれは文科省の持っている就業力の事業です

ね、その就業力GPの 趣 旨と、学部教育 目標や取組 の内容が合致 してお り評価で きる。

こういう点で ございました。それからもう一つ。取 り組みのい くつかが 専門科 目と連

携 してお り、取 り組みの一一つ一つが体系だっていることか ら、専門科 目とキャリア科

目が分断 されず に接続 されている点が高 く評価できる、 とい うことで した。実際の専

門教育 とキャリア教育が どのように結 びついているのか という点ですね。そこのとこ

ろに我 々も随分苦心 したわけですが、そ こをうま くまとめ られた ということで評価を

一 専門教 育と就業 力をつなげるカリキュラム

マップならび に個別 学習マップの構築 一
-
!

-

`r.iii
● ■

』L
学 部教 育 と連 動 す るキ ャリア教 育 の 実践

尋本絡1的に観叢識驚球に力牽λ、れ、ていく
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いただいたようでござい ます。ただ、それに対 して改善を要す る点 というの もい くつ

かござい ました。具体的にいいます と、成果 目標 について、 より具体的な数量的 目標

の設定が求め られる。つ まり、成果をよ りわか りやすい数字で示せ、とい うことです。

より詳 しく説明せ よとい うことで、我 々としては随分その申請書の中に、いろいろな

具体的な数字を盛 り込んだのですが、 まだそれで も足 りないのかな、 とい うのがこれ

を頂いた時の実感で した。そ ういうご指摘がございました。

それか ら企業と共同で作 る科 目、これはまた後で ご説明いた しますが、「社 会貢献

と経済学」の講義について、外部講師だけでな く専任教員が積極的に参加することを

期待 したい、 とい う指摘 もございました。 これは今回のGPの 目玉の一一つで、外部の

実際に社会で働 いているさまざまな方々との協力で科 目を設定 し、就業力 をつ けてい

くということを求め られていた ものですか ら、我 々もこれを踏 まえた上で、「社会貢

献と経済学」 という講義 を設けてやっていこうとしたわけですが、 もっともっ と専任

の教員が、こういった実際の就業力を測ってい く、強めてい く、高めてい く、そうい

う授業に積極的に参加 して もらいたい、こういうメッセー ジだな と受 けとめてお りま

す。あとは就業力測定テス トについてですね。 これは、期待 しています よ、 というこ

とでおはなしを頂きました。

こうしたことをふまえつつ、学部教育 とい うもの と連動するキャリア教育 をどう実

践 してい くかということが、就業力GPの 一番のポ イン トである と思い ます(ス ライ

ド7)。 その ヒで、具体的な新 しい取 り組み として私たちが考 えた ものが ここに掲 げ

たもので、 一つは、企業関係者 との共同で作る実学科 目 「社会貢献 と経済学」。 これ

は1年 次の後期に新設 しようとい うことで準備を始めてお ります。来年度の後期か ら

この科 目を開始 したい と思 ってお ります。それか ら2年 次の進路の仮決め と希望進路

調査、就業力測定テス トの導入ということで、これはキャリアセ ンターの方々にお聞

きいた します と、4年 間のキャリア教育

の なか で最 もエ ア ポ ケ ッ トに な る のが 、

2年 生 の特 に前 期 であ る、 と。2年 生 の

前期 に、や は り何 も しないで過 ご して し

まう、 そ うい うパ ター ンが多 いの で、 こ

こで何 らかの 形で 、就職 あ るい はキ ャリ

アに関す る関心 を高め る、 そ うい う仕 組

みが で きないだ ろ うか とい うこ とで、2

年生 の前 期 にスポ ッ トを当 てて 、 こ うい
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っ た希望 進路 調査 、進 路 の仮 決め を導 入 いた しま した。 その 上 でキ ャ リアのため の特

別学 習 マ ップ、 これ は またあ とで 説明 させ て いた だ きます。我 々は これ を 「マ イマ ッ

プ」 と名付 け ま した。 学生 個 人個 人が 自分 の進路 のため の地 図、 方向性 、 これ を作 る

とい うこ とで 「マ イマ ップ」 とい うふ うに名づ け たのです け れ ど も、 こうい ったマ ッ

プ を開発 してい こう。

そ れか ら、 海外 キ ャリア研修 の実 施 。単 な る語 学研 修で な く、 む しろキ ャ リア研 修

と して 国内 と海外 の イン ター ンシ ップ を拡充 してい こ う とい うこ とで、 これ を考 えて

い くこ とにい た しま した。

2.本 学部の掲げる就業力とは何か

実 際 に本 学部 の掲 げ る就 業力 とい うの は(ス ラ イ ド8、9)、 一一一体 ど うい う もの な

のか とい うこ とで すが 、 この就 業力 が 出て きたそ の背景 は言 わず もが なの こ とで ご ざ

い ます が、 就職 問題 で ござい ます。実 際 に就職 が、 年 々厳 し くな って きてい るの はご

承 知 の通 りだ と思 い ます 。 この就 職 とい うの は厄介 な もの で、 その年 そ の年 の景気 の

状 況 で左 右 され るのです ね 。景気 の 良い 時は、 こん な能 力 で こんな 会社 に入 っち ゃっ

てい いの、 とい う ような学生 が何 人 もい ま した。 その かわ り、 景気が 悪 くなって くる

と、 こん なに 高い能 力 があ るの に、 この 程度 の仕事 に しか就 けない のか と、本 当 に悔

しい思 い をす る場合 が あ ります。 そ うい うこ とで社 会 の情勢 に左 右 され て し まうわけ

です が 、現 実 に この数年 間経 済学 部 で就 職率 とい うの を見 てみ ます と、2007年 の段 階

で は91.6パ ー セ ン トが就 職 で きてい たわ けです 。 それ が2008年 に な ります と、89.3パ

ー セ ン ト、2009年 にな ります と、84.6パ ーセ ン トに な り、昨 年 は79.5パ ー セ ン トまで

下が って しまった。 これ は たぶ ん経済 学部 だ けの 問題 では な くて、全 学 部、本学 全体

8

本学部の掲げる就業力とは

・問題の 背景

一就職 問題

一雇用システムの 変化と成 立基盤 の動揺

一新 しい大 学教 育のあり方が 模索
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の問題でもあるのだろうと推測で きます。 もっ といえば、社 会全体の就職率が下がっ

て くるとい う、そうい うような状態になって きている。そ こで就業力 とい うのを考え

ていかな くてはいけない し、そ うした力を付けなければいけない とい うことで、この

GPが 始まったのだろうと思い ます。特 に、雇用 システムが変化 し、各社 の経営基盤

が非常に動揺 してお りますので、 なかなか就職 というのも難 しい。先 ほど寺西先生の

方からもご指摘あ りましたけれ ども、3年 生の秋口か ら就職活動が始 まって、4年 生

の前期 はもう授業にな らない。こうい うような状況で、本当にこれでいいのだろ うか、

と思 いつつ私たちも実際 に教えているわけですが、 こうした就職活動 の在 り方 など

は、社会全体の問題だ と思います。それか ら、 こうした就業力を含 め、新 しい大学教

育の在 り方がいろいろな形で模索 をされているとい うことが、この就業力の問題の背

景にあるのだろうと思い ます。

この社会の変容 に対 して、 日本学術会議の答申ですね。大学 と職業の接続の在 り方

とい う項 目が設定 されてお りまして、その中に次のような文言が入 ってお ります(ス

ライ ド10)。

「大学 と職業の接続の在 り方 を改善することであ り、端的にそれは大学教育の職業

的意義を向 トさせることが重要」である。

これはよく読んでもなかなか理解できない ところがあって、大学教育の職業的意義

を向上させるとい うのは 一一体 どうい うことなのだろう。 これは先 ほどの専門職の教育

ということになるので しょうかね。僕 らも今考 えている最 中で、 よくわか らないので

すが、実際には職業について学生 にもっと考えさせて もらいたい、 とい うような要求

なのかなとも思 えます。 これは多 くの先生に様 々な形で ご議論いただければ と思って

おります。

それか らもう一一・つは、大学は学生の質保障 に責任を持つ。 これが学士課程教育の構

築 に向けて とい うなかで 出て きて い ま

す。多様性 と標 準性 の調和 とい うこ と

で、大学は卒業生 に対 してこの程度の力

がついている、こういうような形の もの

をもっている。大学でそれ を全部保証 し

なさい とい う流 れになってお りま して、

そ うい う意味で は非常 に何 といい ます

か、堅苦 しいような、あるいはいろいろ

な形で考 えを改めていかなければいけな
0

一
・「大学と職 業の接続の在り方を改善することで

あり、端的にそれ は大学教育 の職業的意義を

向上」させることが重要

・日本学術 会議「大学 と職業の接続の在り方 」
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い よ うな 、様 々 な こ とが突 き付 け て られて いて、 本 当に昨 今 大変 だなあ と。愚痴 にな

って きます けれ ど も、 そ う思 うわ けで ご ざい ます 。

創 価 大 学 の建 学 の精 神 は この3つ で ご ざい ます(ス ラ イ ド11)。 い わず もが なで ご

ざい ますが 、我 々は この建学 の精 神 に基づ い て、実 際 に人学 の教 育 、そ して 大学 の 目

指 すべ き方 向 とい うこ とで 、人間教 育 の最 高学府 た れ、新 しき大 文化 建設 の揺 藍たれ 、

人類 の 平和 を守 るフ ォー トレス たれ、 この3つ の指針 を 目指 して、大学 の教 育 を進め

て い く、 また、 人材 を育 成 して い くとい うこ とに な ってお ります 。 これ をベー ス に し

て一 体何 が で きるの か、 これ を 目指 して い くため には何 が必 要 なのか 、 とい う ことに

なって くる と思 い ます。

その 中 で、経 済 学 部 の教 育 目標 と就業 力 とい うこ とで(ス ラ イ ド12)、 我 々経済 学

部の ス タ ッフが、 先 程 申 しま したけ れ ど も昨年 の!1月 か らこのGPの 採 択 の ため の委

員会 といい ます か ワー ク シ ョップ を作 りま した。教 員 は学部 全体 で21名 です 。21名 の

中で 、約7名 か ら8名 が この 申請 に携 わ って 、多 い時 は、 半分 の先生 に参加 して 頂 き

ま して、 中 身 を考 え ま した。 い ろい ろ考 えた 末に 出て きた この就 業ノJの構 成 要素 とい

うの は、3つ に ま とめ られ るので は ないか 、 とい う ことで最終 的 に こ うい う形 にな り

ま した。

一つ は、学 部 の教育 目標 に も掲 げて あ ります が 「問題発 見 ・解 決能力 と論理 的思 考

力 」。 これ を付 けて も らうた めの 何 らか の形 で の 講義 、 カ リキ ュ ラム を 考えて い かな

けれ ば な らない だろ う。

そ れか ら、 二つ 目 と して、 グ ローバ ル社 会で役 に立 つ コ ミュニ ケ シ ョンカ、 これ

を 目指 そ う と。 これ は特 に経 済 学部 で は、先 ほ どか ら申 し一1一げてお ります、英 語教 育

です ね。 英語 の力 をつ け させ よ う、 とい う ことでIPを 中心 に英語 で経 済学 を教 える。

そ うい う ような こ とで 「グ ロー バ ル社 会で役 立つ コ ミュニ ケー シ ョンカ 」 とい うのを
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掲 げ ま した。 要は英 語が使 えるの はあ た りまえ、 とい う ような感覚 で 、 む しろ重要 な

のは、何 の話 をす るのか 、とい うこ とにな ります。英語 を使 って何 を相 手に伝 え るか。

ただ 単純 に英語 力 をつ ける とい う とい うこ とで は な くて 、英 語で何 を話す のか とい う

ところ まで を含 め た上 で の コ ミュ ニ ケー シ ョン能力 とい う こ とで、 設 定 した もの で

す 。

それ か ら 「明確 な職業 意 識」。 これ も一 人 ひ と りが 職 業 とは何 な のか 、仕事 とは 一

体何 のか とい うこ とを考 えて も らうため の仕掛 け を作 って い こ う。 これ らを就 業 力の

構 成要 素 と して取 り組 んで い こ う、 とい うこ とに致 しま した。

3.取 り組 みの概要

取 り組 みの概 要で ご ざい ます が(ス ラ イ ド13、14)、 まず 学 問へ の リ ン クとい うこ

とで、 初年次 教育 、体 系的 專門教 育 、数学 教育 、 成績 不振 者の 面 談、 こ うい う ものが

ここにはい って きます 。 これ は、 言って み る と体 系的 な経 済学 教育 を通 して就業 力 を

育成 してい く、醸 成 して い くと言 い ます か、 そ うい うこ とはか っ てお ります 。

そ れか ら、il堺 へ の リン ク。 これ はIP(イ ン ター ナ シ ョナ ル プ ロ グ ラム)が 中心

であ ります が、 英語 に よる経 済学 教 育 に重点 を置 い た一つ の リ ンクで ご ざい ます。

そ れか ら、仕 事へ の リンク、 とい うこ とで進路 の仮 決 め、本 決 め、 それ か ら企業 関

係 者に よる講義 、 国内の イ ンター ンシ ップ。 これ は明確 な職業 意識 を育 て るため、 と

い う目標 で3つ の リン クを考えて 、そ れぞ れ重 な り合 って る ところ に様 々な もの をい

れて考 えて みた わ けで あ ります 。仕 事へ の リン ク と学 問へ の リ ンクの重 な りが 、 「社

会貢献 と経 済学 」 それか ら 「キ ャ リアの ための個 別学 習 マ ップ」。

そ して、仕 事へ の リ ンク と世 界へ の リ ンクの重 な りあっ てい る ところが 、海 外 イ ン

丁

}取 り組みの概要
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ター ン シ ップ と海外 キ ャ リア研 修 。そ し

て、 世 界 へ の リ ン ク と学 問 へ の リ ン ク

で、先 程 ご紹 介 を致 しま した 「JAS(Ja-

panAsiaStudiesProgram)」 です ね。留

学 生 と 緒 に経済 学 を学 んで い く、 とい

うこ うい う概 念図 で ご ざい ます 。

こ うい う概 念 を元 に、 カ リキ ュラム を

検 討 し次 の図(ス ライ ド15)の よ うな形

に致 しま した。 経済 学 部で は、必 修科 目

が4科 目です。

一
尋蕪数

婆虹嶺 隆期

2薫L'鷲競羅

1年次 後絹

1年次 前期

r,y:_,a%
.讐 鰯 、一

罎譲 窃僅毎露
数量 綬済
金融 コース
コース

慶
グローバル

経済

コース

MサMap

働瞳汚導稀 繍L 鵜路mめ

・マ如 織鞍学
■

聖}金糞楚と繍齢学
'

:鞍環鰍 掌 基穫ゼミ lll
專門科目 キャリア鵜 目等 インターンシップ

1

15

1年 生 の前期 の 「基礎 ゼ ミ」と 「ミクロ経 済学 」。1年 次 の後期 に 「マ

ク ロ経 済学」 と 「経 済 と歴 史」 とい う経 済史系 列 の もの が必 修 で入 ってお ります 。

問題 に な るの は キ ャ リア科 目等 と して いる もの です 。 「基 礎 ゼ ミ」 で何 を養お う と

してい るの か と言 い ます と、 一つ は、 タイムマ ネー ジメ ン ト等 の生 活 につ いて の癖 と

い い ます か 、 きち ん と姿 勢 を整 え るこ と。 さ らに ラ イテ ィ ングです ね。 きちん と日本

語が 書 け る こと。 もう一 つ はプ レゼ ンテー シ ョンが で きる力 をつ け させ た い。 これに

つ いて は基礎 ゼ ミで 同 一の シ ラバ スで、 統一 の 内容 で行 う、 とい うこ とを基 本原則 に

して お ります 。 ただ 、そ れぞ れ先生 方 の個性 もあ ります ので 、全 く1か ら10ま で 一緒

とい うわけ には い き ませ んけ れ ど も、 それぞ れ一 つ の基本 的路線 に則 って授 業 をや っ

てい た だ く。 そ うい う形式 を取 ってお ります 。 その なか で、 ポー トフ ォリオ を利用 さ

せ て い ただ きなが ら、 セ メ ス ター の 目標 、 それ か ら4年 間の 目標 、そ うい う もの を こ

の基礎 ゼ ミで 、学 生 の皆 さん に立 てて いた だ き、そ れ に基 づ いて、 様 々な議 論 を して

い く。 そ れ を踏 まえ た 上で、 今 回改 め て新 設 をいた し ます 「社 会 貢献 と経 済学 」 で、

現 実 に社 会の 中で仕 事 を してい る方 々の 話 しを きかせ て頂 い た り、 実際 に大学 の なか

です る学 問 が現 実社 会 で どうい うよ うに活 きて い くの か、 とい うこ とを学 んで いた だ

く。 そ うい うよ うな こ とを 「社 会貢 献 と経 済学」でや って い きたい と思 ってお ります。

その上 で 、1年 生 の終 りの段 階です ね 、1年 生 の終 わ りか ら2年 生 にかけて の段 階

で 、 この進路 の仮決 め のた めの仕掛 け を作 ってい こう、 と思 ってお ります 。 この仕掛

け とい うの が、実 際 に は この取 り組 み の 中の就業 力 テ ス トとい う形 にな ってい きます。

その他 カ リキュ ラムの専 門科 目の方 と致 しま して は、 コー スの導 入が2年 の 前期 か

ら始 ま ります 。

コー ス とい うの は、2年 の後 期 か ら取 るわ けで ご ざい ます が、3つ の コース を設 け

てあ ります。 「理論 数 量金 融 コー ス」、 それ か ら 「現代 日本経 済 コー ス」、「歴 史 グロー
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バ ル経 済 コー ス」、 とい うこの3つ の コー スの な かか ら、 そ れぞ れ学 生 が 選 ん で、 そ

の なかで必修 科 目、選択 必修 科 目等 々を履修 してい く、 とい う形 に な ります 。 したが

って コー スを選 んでい く際 に、実 際 に 自分 の社 会に 出てか らの姿 を想定 しなが ら、 ど

うい った科 目を取 れ ばいい のか 、 どうい う科 目を取 れ ば どの ような力が 付 くの か。 そ

うい うような こ とをよ く理解 した上 で この コー ス を選 ぶ。 そ のた めの もうひ とつ の 仕

掛 けが 、マ イマ ップ とい うこ とにな ります。

そ れか らこ う した授 業科 目 と並行 して、 「イ ン ター ン シ ップ」 の プ ロ グ ラム を設 け

てお ります。 ・つ 〕が 海外 キ ャリア研 修 です 。 この先 、若 干変 化す るか も しれ ませ ん

が、1年 生 の 夏に シ ンガポー ルへ 研 修 に参 ります 。1年 生 の最 後 の段 階の 春、2年 生

にか けての 春休 み に、カ リフ ォルニ ア研 修 とい うの を設 定 して お ります。それ以 外 に、

イギ リスの マ ンチ ェス ター 大学 を中心 に した2ヶ 月 間の イ ン ター ンシ ッププ ロ グラム

を設 けてあ ります 。 これ は1ヶ 月 間語 学研 修 を受 け、1ヶ 月間実際 に イギ リスの各 企

業等 で イ ンター ンシ ップ等 を行 う とい うもの です 。そ れ ぞれ希 望す る学 生 さんに参 加

して頂 きなが ら、実体験 で 様 々な海外 の 企業 、 あ るいは海外 の公共 機 関 を、実 際 に 自

分の 目で見 て も らって、 自分の職 業 意識 につ なげて い く、 そ うい うよ うな システ ム を

作 り ヒげ てお ります。 国 内 イ ンター ンシ ップ につ い ては、 キ ャリアセ ン ター 中心 に設

定 してお ります イン ター ンシ ップ プ ログ ラム に則 って、経 済学 部 の学生 もそれ に積 極

的 に参 加 してい く、 とい うよ うな形 に なっ てい ます。

4.取 り組みの詳細

取 り組み の詳細 にな ります(ス ライ ド16)。

一一つめ は、 これ まで も触 れ て参 りま した企 業 関係 者 との 共 同で 作 る科 目、 「社 会 貢

献 と経 済学」 の新 設 とい うこ とで ご ざい

ます(ス ライ ド17)。学 習内容 は、社 会

の中で実際に、大学で学ぶ経済学が どの

ように役に立つのか。それを具体 的な事

例を通 して学習 しよう、 とい うことを目

標にしてお ります。経済学 にもいろいろ

な科 目がございます。細分化 されてお り

まして、理論経済学か らは じまって、統

計学 もある、それか ら日本経済論、ある
16

取組の詳細
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・社会の中で経済学がどのように役立つ

かを具体的な事例を通して学習する

・2年次のコース選択の導入として、経済

学部の専門科 目がどのように仕事と結

びつくか(学 問と仕事のリンク)を学ぶ

17

旨 ・1年次後期 の科 目

1・ 追加 的プログラムとして受講学生
iを 対象としてOB・OG懇 談会を開催

1・ 科 目の必修化を目指す

!18

いは財政学、またいろいろな国際関係の もの というように、様々なものがあ りますが、

その細分化 された科 目、それ 自体が どうい うような形で実際に社会の中で役に立つの

か、 とい うことに結 び付 けてい きたい。その きっかけに したい、とい うのがこの 「社

会貢献 と経済学」 という科 目にな ります。特に2年 次のコース選択ですね。先程示 し

ま した3つ の コースですが、その導入 として経済学部の専門科 目が どの ように仕 頃と

結びつ くのか。いわゆる学問 と仕事の リンク、これをきちっ と学んで もらいたい、 と

い うのがこの狙いでござい ます。

その特徴 でござい ますが、1年 次の後期 の科 目として設定 したい(ス ライ ド18)。

この段 階で設定 をしておかないと2年 生のは じめの段階で、いわゆる先程申しました

エアポケッ トみたいなところに学生が行って しまうと、だいぶ出遅れるとい うのです

ね、キャリアセ ンターの方々に聞 きます と。 したがってそういう意識を持 ち続けてい

られるように、1年 の後期にこれを設定 してい きたいと考えてい ます。追加的プログ

ラム としては、受講i学生 を対象 としてOB・OG懇 談会 を開催 してい く。いろいろな

企業で働 いている、先輩の話 を聞こうではないか。本学の学生は、先輩たちのお話が

一番入るようですね。我 々がいろいろなことを言ってもなかなか聞いて もらえないの

ですけれ ども、OBが 来て一言 いうと、「ああ、そうですか～!」 、 とい うことで非常

に素直に聞いて くれるのですね。ですか ら本当にできればOB・OGを 中心 とした何

か をや りたい とい う、その ような印象 を持 って しまうわけですが、OB・OG懇 談会

も開催 してい きたい。 さらに、 これはカリキュラムの編成変えの時に しかで きないの

ですが、何 とかこの科 目、「社会貢献 と経済学」を必修化で きないかと考えています。

必修化の方向へ持っていけた らいいな と思ってお ります。今後のカリキュラムの編成

の段階で議論を詰めていきたい と思い ます。

2番 目ですけれ ども、2年 次の進路の仮決め と希望進路調査、就業力テス トの導入
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ノ線
リング

・企業就職、公務員、小中学校 ・嘉校教 員、

大掌院進学から一つ選択

・一般常識と民間・公務員・教員のそれぞ

れの採用試験から抽出・混在された形式

で出題される
・このテストは国内諸機闘の実地調査、サ

ンプル調査をもとに新たに開発する

とい うことで、進路 の仮 決 め を2年 次 の4月 に して も らう、 とい う こ とです(ス ラ イ

ド19、20)。 その 進路 の仮 決 め を して も らっ て学 生 を仕 事 に リ ンク させ て い く。す な

わ ち学 生 の ・人 ひ と りが 仕 事 とい う もの を念 頭 に 置 きつ つ 、実 際 に授 業 を受 け て い

く。そ うい う方向 に持 って い きたい と考 えて お ります。2年 次 の進路 の仮決 め と、希

望進路 調査 、就 業力 テ ス トとい うものが ど うい う もの なの か とい い ます と、 まず は、

希望進路 調 査。 今の2年 生 の4月 の段 階 で、 一人ひ と りの学 生 が どうい う方向 に行 こ

うと考えて い るの か。 企 業の就職 なのか 、公務 員 なの か、 あ るい は小 中学校 ・高等学

校の教 員 をli指 す のか 、 人学 院 の進学 なのか 。 こ うい うなか か ら、 先ず 自分が どうあ

りたいのか とい う希望 を とる。 これ が ・番重 要 で、 この時 の調 査 に よって その 後 の学

び 方が 変 わ って くるだ ろ う、 と思 って お ります 。 それ か ら就 業 力測 定 テ ス トです が 、

これは 「一▲般 常 識 と民 間 ・公務 員 ・教員 の それ ぞれ の採 用試験 か ら抽 出 ・混在 され た

形式 で出 題 され るテ ス ト」 です 。 この テ ス トは 「国 内諸機 関 の実施 調査 、 サ ンプ ル調

査 を基 に新 た に開発す る」とい う事 にな って いるの です が、言 うの は簡 単 です けれ ど、

実 際 に理 想 的 な形 にす るの は非 常 に難 しい。 これが 一番 頭 を悩 ま して い る とこ ろで

す。 ど うしてか とい い ます と、い わ ゆ る就 職 試験 の た め のSPIの 練 習 をす る とい う

こ とで は全 然意 味 はな い し、 自分 が ど うい う職業 に向い てい る のか、 自分 が どうい う

適性 なの か とい うこ とを先ず 認識 しなけれ ば な らない。 そ うな って きます と、 実際 に

はい ろいろ な企業 の、 こ うい うテ ス トをや って い る会社 の 方 々か ら、 様 々 なプ レゼ ン

をお聞 き したの です が 、大 半が 自己 申告型 なの です ね。 自分が どうい う人 間 なの か。

こ うい う場 合 には 自分 は こうす る、 とい う ような こ とを、 自分 で、 自己認 識 で、 自己

申告 で答 えて 、そ の1で 、 あな たは こ うい う適性 で す ね、 とい うのが 出 て くる形 の も

のです。 です か らこの 自己 申告 だけ で本 当にそ の 人の 向い てい る職業 が 限定 で きる の

か と。方 向性 が決 め られ るのか。 こ うい う疑 問が 生 じます。 もうひ とつ は、 これ が 一
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番 多 い と思 え る の です が、 「自分 は こ うな りた い」、 「こ うい うふ うに や っ て い きた

い」 と願 って いて も、や ってい くには 当然必 要 な力 が あ ります。 そ の必要 な力 を 自分

で認 識 して い ない。夢 は大 き く、力 は無 い。力 が 無い の に夢 は 大 きい、 とい うやつで

す ね。 「私 は国 際 的 な機 関 で働 きた いん です!」 と言 い なが らあ ま り英語 が で きな い

とかです ね 、 そ うい うの を客 観 的 に示 して、本 人が どの程度 の力 な のか、 とい うこ と

を本 人が 自覚 しない限 りは、 ど うに もな らない。一・つ は 自己 申告の形 で適性 を判 断す

る、 とい う こ とで良 いの です け れ ど も、 それ以外 に、客 観的 に今 の 自分の力 が どの程

度 あ るのか、 とい う側面 か らも測 定 で きるテ ス トはな いか。 そ うい うことで、 いろ い

ろ と探 した のです けれ ども、 なか なか そ れが見 つか りませ ん。 見つか らないの だか ら

し ょうが ない、 自分達 で作 るか、 とい う話 しにな るので すが 、 これが また作 る とい う

こ とに な ります と、過 去 の いろ いろ なサ ンプ ル とか 、過去 の デー タが 無い と決 してk

手 くは まっ てい きませ ん の で、そ うい うこ とも踏 まえつ つ、 今 ち ょっ とこの就業 力測

定 テス トとい うの を どうい う形 で 、 どうい うもの を使 お うか と悩 んで お りま して、今

年度 はパ イロ ッ トケ ー スで、1年 生 にや って もらお う、と考 えてお ります 。1年 生 の、

来 年1月 の期 末 試験 の終 わ りぐらい に、 実際 に実 施 して、 その サ ンプル を見て、 どう

い う形 に しよ うか 、 とい うこ とを今 後、 来年 度以 降、新 たな就 業 力測定 テ ス トとい う

の を考 えて い きたい と思 って お ります。

これが 今 回のGPに お け る、 大 きな一 つ の 目玉 なのです けれ ど も、 その ヒで 自分 の

現 状 を認識 し、そ の認 識 した上 で 自分 の欠 けて い る力 を どうい うふ うにつ けてい くの

か 。 どの ような こ とをや って いけ ばい いのか 、 とい うこ とを一一人 ひ と りに 自覚 を して

もら う。 そ うい うシステ ム、 そ うい う仕掛 け にな ってお ります 。

今 度 は3番 目の、 「キ ャ リアの た めの 個 別学 習 マ ップの 開発」 とい う こ とにな りま

す が(ス ライ ド21、22)、 就 業力 測 定 テ ス トを したLで 、 カ リキ ュ ラムチ ェ ック リス

12

霧 ●学生に 子 問 一欝

晦 聯 を 世 界 へ

・ 力測 作成させる リン ク

定テストと
CCLを 対照

1学 部の全専門科目についてCCLを 作成
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ト(CCL)を 見 る。 そ して、今 自分 に かけ てい る力 は どの カ リキ ュ ラム、 つ ま りどの

授業 を取 ればつ くの か、そ の力 をつ け る ことが で きるのか。それ を考 えて も らい たい。

そ して その トで 自分 に無 い 力 をつ け る ため には、2年 の 後 期 には こ うい う科 目を取

り、3年 生 の と きには こ うい うよ うな授 業 を受 けて い くのだ、 とい う 自分 の、 自分 な

りの、 自分 独 自の この 残 りの学 生 生 活 の た め の一一つ の 方 向 決 め をす る。そ の こ とを

「マ イマ ップ」 と称す るわけ です けれ ども、 この 「マ イマ ップ」 を作 って も らう。 こ

の こ とを 「学 問 ・世 界ヘ リ ンク」 とい う言葉 で現 わ して い るわけ です。

キ ャリアのた めの個 別学 習 マ ップの 開発 につ いて は、先 程 か ら申 し上 げてお ります

とお り、学 部の全 専 門科 目につ い て カ リキ ュ ラム チ ェ ック リス トを作 成致 しま した。

この カ リキュ ラムチ ェ ック リス トを基 に、そ れぞ れ の職業 に就 くには どの ような科 目

を選択 すべ きか を明示 した、 キ ャ リアの ため の個 別学 習マ ップ。 これ を作 成い た しま

す。 これが3番 目の取 り組 み にな ります 。す な わち、 そ れ を少 し概 念 的 な ま とめ に致

します と、 先ず カ リキュ ラムチ ェ ックリス トが 作 成 され ます。 実際 に は も う作 成 され

ま した。 ただ しこれ はその 年そ の年 に いろ いろ な形 で手 を くわ えてい か な くて はい け

ませ ん し、学 部全体 の カ リキ ュ ラムチ ェ ック リス トを見 て、 いろ いろ な力が あ るの で

す けれ ども、 その 力 を全部つ け させ る だけの カ リキ ュ ラムに なっ てい るの か どうなの

か、 とい うの もチ ェ ック しな けれ ばな らな い と思 い ます。 言 って みれ ば教 員の 意識 改

革、FDで す ね。 これ を もた らす もので 、そ れぞ れ が 自分 の授 業 で ど うい う力 をつ け

て も らえ るのか、 とい うの を考 え るため の一つ の 手立 て にな ってお ります。

そ れか ら 「カ リキ ュ ラムマ ップ」 とな って い き ます(ス ラ イ ド23、24)。 カ リキ ュ

ラム の全 体像 、学 部の 目指 す 人材 像 をカ リキュ ラムマ ップ と言っ てい るの です けれ ど

も、実際 には 「カ リキュ ラムポ リシー」 です ね。 い わゆ る3つ の ポ リシー を きちん と

示 して、3つ の ポ リシー に基 づ い て さ らに 「マ イマ ップ」、す なわ ち個 々の学 生 の希

r罐備罰糠難慈餓離騨1壁

奮 護耀 瓠,

圖 カリキュラムの全体像

学部の目指す人材像合

圖 →蜘)論 灘 ・

23
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望進路 、現 在 の実力 に応 じた実習 プ ラ ン、こ うい うの を一・つ ひ とつ 考 えて もらお うと。

考 えて い くた めの この… つ の 目安 と言 い ます か 、考 えて い くた めの材 料 が、 「進路 仮

決 め」 とう もの に なる。 そ して 「進路 希 望 調査 」、 「就 業 力測 定 テ ス ト」、 とい うこ と

に な ってい きます 。実 際 に経 済学 部で使 ってい る カ リキュ ラムチ ェ ックリス トは、上

の段 に 「学 士力」、 「細 目」。右 側 には科 〕名 が示 され てお り、 ど うい う力がつ くの か、

とい うこ とで 、「経 済 理論 の 基礎 を習得 す る」、 「学 習 した理 論 を使 っ て現実 の経 済 事

象 を考察 で きる能 力 を培 う」、 とい う箇所 に丸 印 が記 され て、 この科 目を履 修 すれ ば

付 け られ る力 が示 され る。 そ して細 目の とこ ろに は具体 的 な力 の 中身 、経 済学 部の教

育H標 に 合わせ た 中身 が掲 げ られて い ます。 た とえば 、経 済学 部の教 育ll標 、「体系

的 な経 済学 教 育 を通 して 問題 発 見 ・解 決 能 力 と論 理 的 思 考 力 を備 え た 人材 を育 成す

る」。 そ の 中で 一番 が 知 識 と理解 、二 番 が汎 用 的技 能 、 こ うい うよ うな こ とで 、 この

中身が1番 の括 弧 に、 「人類 の 文化 、社 会 と 自然 に関す る知 識 の理解 」。 その 中で細 目

は、 「現 代 世 界 の社 会 問題 につ いて 適切 な知 識 を持 って い る」、 「現 代 日本 の社 会問題

につ いて適 切 な知 識 を持 って い る」、 「人類 の 文化 歴史 につ いて適 切 な知 識 を持 っ てい

る」、 とい うよ うな ものが 並 ん で まい ります。 そ の並 ん でい る ところ の 中で、 この科

目を取 れ ば どうい う力 が付 くのか、 とい うこ とで 、そ れぞ れ丸 印 と 重 丸 を付 け てあ

ります 。 です か らこの科 目を履 修 して単 位 を取 れ ば こ うい う よ うな力が 付 くとい う。

これが カ リキュ ラムチ ェ ック リス トで、 この カ リキ ュ ラムチ ェ ッ クリス トが全 科 目に

わた って示 され てい るわ けです ね。

これ を基 に して、学生 自身が 、先 程 申 しま した進路 の仮 決 め、 いわ ゆる就 業力測定

テ ス ト等 で出 て きた結果 と、 自分が 目指 すべ き様 々な職業 に必 要な力 と、そ のギ ャ ッ

プ をそ の授 業 の 中で カ リキ ュ ラムチ ェ ック リス トを使 っ て埋 めてい く。 こうい うよ う

な形 で す ね。 これ を狙 って お ります 。 この カ リキ ュラムチ ェ ック リス トは非常 に時 間

が かか りま した けれ ど、 自分達 の授 業が どの ような 中身 にな るのか 、実際 ど うい う力

を付 け させ れ ば良 いの か、 それ を考 え るた めに は非 常 に役 に 立ち ま した。 経済 学部 の

先生 方に は本¥1に 時 間 をか けて作 って頂 きま したけれ ど も、や っ ぱ り作 ってみ て良か

った な と思 っ てお ります 。

取 り組 み の4番 目(ス ラ イ ド25)。 海 外 キ ャ リア研 修 の実 施 、及 び 国内 海外 イ ン タ

ー ンシ ップの拡 充、 とい う こ とです が、 海外 キ ャ リア研 修 をス ター トさせ ます 。 これ

は明年2月 の末 か ら3月 にか けての カ リフ ォルニ ア研 修か ら、 キ ャ リア研 修 と、 きち

ん と した形 で キ ャ リアのた めの研 修 とい うこ とで リス ター トしてい きた い と思 ってお

ります 。つ ま りこれはIPの 研 修 を更 に発 展 させ た もの であ ります。 そ れか ら、現 在
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里
マ ンチ ェ ス ター でや ってい る海外 イ ン ター ンシ ップで す けれ ども、 も う少 しい ろい ろ

な形で 考 え られ ない だろ うか、 もうち ょっ と拡 充 で きない だ ろ うか 、 ある いは もうち

ょっ とい い形の イ ン ター ンシ ップ はない だ ろ うか 、 とい うこ とで、 様 々な ところで調

査 を してお りま して、 その 中で いい もの が 出て くれ ば、海 外 イ ン ター ンシ ップの なか

にその プ ロ グラム を取 り入 れて い きたい と考えて お ります 。 どう も日本の イ ンター ン

シ ップ と海外 の イン ター ンシ ップ はか な り違 うよ うで ござい ま して、 日本 の イ ン ター

ンシ ップ とい うのは、 なん だか お客 さん の よ うに、学 生が ア ルバ イ トの よ うに少 しだ

け仕事 をか じる よ うだ と言 うの です が、 海外 の イ ン ター ンシ ップは、 本当 に一一一人前 の

社会 人 と して同 じような こ とを同 じよ うに させ る とい うわけ です ね、返 って きた学 生

さん たち に聞 き ます と。 だか らこの 海外 イ ンター ン シップ とい うの は ものす ご く力 が

付 く。 英語 の力 も無 けれ ばな らない わ けです けれ ど も、社 会 人 と して の 自覚 といい ま

すか、仕 事に対す る責任 とい い ます か、 それ は国 内の イ ンター ン シ ップ とはか な り違

う。 こ うい うよ うなこ とを学生 さんた ちは感 想 として 教 えて くれ てお ります 。海 外 キ

ャリア研 修 とい うの は(ス ライ ド26)、 ただ単純 に海外 に行 くとい うわ けで は な くて 、

約25時 間の 事前研修 を実 施 して お ります。 グルー プ リサ ーチ を実 施 して訪 問先 の企業

や訪 問先 の 国の経 済事情 を学 習す る。 そ して その一ヒで 一一人ひ と りが 英語 で の プ レゼ ン

テー シ ョンを実施 致 します 。 出発直前 には、1泊2日 の合 宿 もや って お ります 。 こ う

い う形 で きち ん と した準 備 を した ヒで海 外 に行 くとい うこ とです。 現 地 での 研修 は、

「グローバ ル な視 野で 自 らの進路 を考 える機 会 を与 える」、 「企業 訪 問 等で訪 問 国の経

済事情 を体感 す る」、 「現 地 で働 く卒業 生 に よる キ ャ リア研 修で 、社 会 で必 要 と され る

能 力 とは何 か を学 ぶ」。 そ して、 「学 ん だ英 語 で コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を発 揮 す

る」。 こうい う よ うな形で 、現 地 で様 々な企 業 に行 かせ て いた だ いて 、そ こでの 説 明

を聞 いて、 英語 での クエ スチ ョンア ン ドア ンサー です ね、 色 々 な討 論 をす る とい う形
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充する

大学と提携し、海外 インターンシップを実施 している

・現 地での研修と就労体験 がそれぞれ4週 間(計8週

間)の プログラムであり、他 学部へも開放 している

を とって お ります 。帰 国 後 に、事 後学 習 として研 修 で感 じた もの を英語 で まとめ て リ

サ ー チペ ーパ ー を作成 し提 出す る。 こ うい う形 で キ ャ リア研修 を完 結 させ てい くとい

うシステ ム を とってお ります。 これが 海外 キ ャ リア研 修 の概要 で ご ざい ます が、 さら

に国 内 イ ン ター ンシ ップで は単 位化 され てい る イ ンター ンシ ップの受講 者 を拡 充 して

い きた い(ス ラ イ ド27)。2006年 か ら実施 して い る海外 イ ン ター ン シ ップ、 このマ ン

チ ェス ターの イ ンター ンシ ップが もう少 しなん とか な らないか な、 とい うよ うに も思

って お ります 。 た だ このマ ンチ ェ ス ター ・イ ンター ンシ ップ もか な り厳 しい もの で、

現 地 での研 修 と就 業体験 が そ れぞ れ4週 間 ござい ます の で、非 常 に力が 付 くプ ロ グラ

ムで す。 このマ ンチ ェス ター ・イ ンター ンシ ッププ ロ グラム とい うの は、実 際 には他

学 部 の学生 の み な さんに も参加 して頂 いて お りま して、今 年 の場合 は、 半分 が経済学

部 で、 半分 が他 学 部の学 生 さんで ご ざい ます 。 そ うい う意 味 で、 いろ いろ な形で他学

部 の学 生 の皆 さん に も開放 してお ります の でぜ ひ とも利用 して頂 けれ ば、 とい うふ う

に思 って お ります 。

さて既 存 の取 り組 み の拡 充 と数値 目標 です(ス ライ ド28)。 これ まで の取 り組 みで 、

学 問へ の リン ク とい う こ とで(ス ラ イ ド29、30)体 系 的 な経 済学 の専 門教 育 、それ か

ら初年 次 の導入 科 目で すね 、基礎 ゼ ミを中心 とす る もの です。 また、数 的処理 能力 の

科 目を設定 し、 ア カデ ミックスキ ルの教 育 を充実 させ る。 成績 不振 者の 面談 に よる留

年 者 の減少 を計 り、特 に3年 生 に な ります と後期 に ゼ ミ生 対抗研 究 発表 大会 とい うの

をや ってお りま して 、 これ が また学 生 の皆 さんが この研 究 発 表 大会 に燃 えてで すね 、

だ い たい3年 生 の は じめ くらい か らゼ ミの 中で、 とにか くい ろい ろな研 究 を もちよっ

て 、ゼ ミの なか で まず コ ンペ テ ィシ ョンが あ る。 ゼ ミの コンペ テ ィシ ョンで勝 っ た人

た ちが学 部 発表 大 会 に出て くる。そ うい うよ うな形 で、学 生の皆 さん、 一▲所懸 命 に 自

発 的 な勉 強 を して お ります。 これ はなか なか 力 を付 け るの に良 い システ ムか な、 と思
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。ミク鶏・マク自中級麟鑓の履修率8◎%以 上

・経済=数離入門履修者8◎%以 上

。統欝閣連科 鼠履修者6◎%以 上

・数学プレイスメントテストの高按生レベル以上

75%以 上

。ゼミ封銃論文発表大会等の参加率8◎%塊 上

。成績不振者の翻合栂%以 下

P1

;卒 業生め弓ちfδ臼δ§bδ点琢ま三2毒人致王

。8◎0点以上(9◎0点以上を含む)5◎人以上

・JASを履修する留学生数50人 以上

。海外インターンシップの参加者25人 以上

。海外キャリア珊修の参加者筍◎人以上

32

ってお ります。 学 問へ の リ ンクで これ まで取 り組 んで きた こ とで ござい ます。 数値 目

標 はい ろい ろな形で履 修 率の 向 ヒ等 を示 してあ ります 。

世 界へ の リ ンク(ス ラ イ ド31、32)。 英 語力 を伸 ば して、 国 際社 会 で 高 い水 準 で 読

み書 き語 る、 グ ロー バ ル リテ ラ シー を もっ た人材 を養 成 した い。英 語 で経 済学 を学 ぶ

IP、 海外 企業 を訪問す る海 外研 修、 海外 イ ンター ン シ ップ を展 開す る。そ れか ら学 部

として 英語 圏の 短期 留学 生 を積 極 的 に受 け 入 れ て、留 学 生 と 日本 ア ジ アの 経 済 を学

ぶ、JASを 実 施 す る。 これが これ まで取 り組 んで きた もの で あ ります。 これ に加 え

て、 これ までの取 り組 み につい て、 さ らに数値 目標 を掲 げてみ ま した。特 に、卒 業 生

の内 で、TOEIC900点 以Lを な ん とか25人 以上輩 出 したい。 こ う思 っ てお ります 。800

点以 上 は50人 以Lだ す と、 こ うい う決意 で取 り組 も う と思 っ てお ります。 そ れ か ら、

JASを 履 修 す る留 学 生 の数 を50人 以上 に したい。 海 外 イ ン ター ンシ ップの 参加 者 を

25人 以上、 海外 キ ャ リア研 修 の参 加 を100人 以上 、 とい う よ うな形 で 数値 目標 を設 定

いた しま した。

3番 目の仕 匡}fへの リ ンクです が(ス ラ イ ド33、34)、 学 生 生活 ポー トフ ォリオ を経
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・1年 次の 必修 科 目「基礎 ゼ ミ」で4年 後 のキャリア

計画 を作成

・各セ メスター 、各週 の 生活 の計 画 、振 り返 りを

行ってきた

・今 回の 取組 の下 地 として積極 的 に活用 する

33

一
・国 内 ・海 外 の インター ンシップ

・海 外キ ャリア研修 の 実 施 と単位 化 をさら

に進 め ていく

・アドバイスと面談の質の向上に努める

一
・オムニバス形式 の仕事 と経済 学をリンクさ

せ る授業 を展開 してきた

・「世 界経済 事情 」「BusinessandJapanese

People」 では 国際社会 貢献センター

(.一)か ら、「資本 市場 と証券投 資」では

野 村証券 から講師を招いている

・他 の専門 科 目でも、企 業関係者 をゲストス

ピーカー として招聰 していく

・3年次夏期休業終了時までのインターン

シップ・海外キャリア研修参加率50%

以上
。キャリア科鼠の履修率8◎96以上

・企業関係者をゲストに迎える講義(財 政

学、金融論など)専門科自で5講義以上

幽■■■■■■■■■■■山 一

済学 部 は2009年 か らず っ と導 入 してお ります。 特 に1年 次 の必 修科 目で あ る基礎 ゼ ミ

で4年 問 のキ ャ リア計画 を作 って もらって、 各セ メス ターで 各週の 生活 の計 画 ・振 り

返 りを行 って まい りま した。次 年 度 も積 極 的 に使 って、自分 の タイムマ ネー ジ メン ト、

あ るい は 自分 のキ ャリアの計 両 、 とい う もの に活 用で きた らな、 とい う ように思 って

お ります 。

更 に、 キ ャ リア科 目へ の参加 、 学生 ア シス タ ン ト、 い わゆ るSAで す ね。 こうい う

人 た ち をい ろい ろな形 で 活 用 して い きたい。特 にSAは 後輩 の 面倒 を見 るの です が 、

後輩 の 面倒 を見 るこ とに よっ て付 く力 とい うの が あ って、SAの 人 たち の力 が伸 びて

い る、 とい う ところに私 達、 非常 に喜 び を感 じて お ります。

また 企業 関係 者 を交 えて の講 義 の実 施(ス ライ ド35、36)、 とい うこ とで 、現在 も

「世 界経 済事 情」、 「BusinessandJapanesePeople」 、 とい うこ とで 、国際 社会 貢献セ

ン ター の先 生 たち に教 えて いた だい てお ります 。 この 機 関は、 企業 を退職 された方 々

で構 成 され てお り、か な り専 門 的知 識 を持 った 方 々 を中心 と した もの であ ります が、

そ こで 具体 的 な実 社 会 の話 を聞 いて もらって お ります。
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それか ら、「証券市場論」では野村謹券か ら講師をお招 きしています。実 は今月、科

目を履修 している人たちが、実際に野村讃券の現場 を見学す るとい うことで、これま

では野村讃券の八E子 支店の見学だけだったのですが、今年はいろいろと助けていた

だきまして、野村讃券の本社に見学へ行 きました。それが よかった ようで、学生達か

らもたくさんの質問が出て、もう時問が無いから 「まあまあちょっともう質問は終わ

りだよ」、 という くらいに質問が出た ようです。 リーデ ィングルーム も見せ ていただ

き、学生の皆 さんは喜んで帰 ってまい りました。野村讃券の担当者の方か らも、非常

にいい学生だ。こんないい学生だった ら、これか らも見学 させたい。実は野村讃券の

本社を見学す るというのは、創価大学の皆 さんが初めてだった。初めての見学でこん

なに素晴 らしいことになった、 と言って野村謹券の関係者の方が田代理事長の ところ

に手紙 を ドさったそうです。ですか らこれは本当に学生たちにとって もプラスになっ

てよかったなあ、と思ってお ります。そ ういうことが実際 にあるとす ごく刺激にな り

ます よね。他の専 門科Hで もそうしたゲス トスピーカーを招いて実際に実社 会の話 を

聞いてもらうという機会を、 もう少 し作 っていけた らな、 と思 ってお ります。数値 目

標はこういうような形で ございます。

実施体制 と評価 方法であ りますが(ス ライ ド37、38)、 本学 では学長 の元 に、現在

は全学キャリア委員会がで きてお りまして、全学 キャリア委員会の元で様 々な就職関

係、あるいはキャリア関係 についての議論がなされてお り、多分各学部の先生方 もお

聞き及びだ と思い ますが、様 々な具体的な数値 目標 を決め ようと、い うようなことが

今全学で始まってお ります。キ ャリアセ ンターとも連携 を取 りなが ら、就業力GPを

具体的に実施、実働 してい くのが経済学部のキ ャリア委員会 とい うことにな ります。

7名 の先生ノ∫に参加 して頂きまして、ここで様々な検討 を加 えてお ります。先程 申し

上げました、仕 事のための就業力のテス トとか、適性検査のテス トなどについて も、

3フ

実施体制および評価方法

魏纐 懸藤

團?
価

経
灘
翠
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いろいろと検討を加えているところで ございます。事務主幹は経済学部の事務室にや

っていただいてお ります し、キャリアセ ンターの3名 の職員の方 々もこのキャリア委

員会に参加 していただき、具体的な方策を相互 に交換 をしあいなが ら、進めてい く方

向になってお ります。最終的には外部評価委員の方々を決め させていただいて、外部

評価委員の評価 を受けたい、 とい うように思 ってお ります。

評価方法、最終報告の作成でございますが(ス ライ ド39)、 就職率の改善 と取 り組

み全体の数値 目標の達成状況の検討。そ

れか ら、更なる改善策 を作成 し、学外に

公 表 してい きたい。いわ ゆるPDCAサ

イクルですね。その循環をきちん とさせ

てい きたい。取 り組み期間終了後 も、外

部評価委員の評価は継続 して受けてまい

りたいと思い ます。そ して更に、学生の

学部教育改革に取 り組んでまい りたい と

思います。いろいろなカリキュラムの問

題、その他 さまざまな問題 を経済学部の

教員一一一丸 となって議論 をして、改革に取

り組 んでい く決意でお ります。

評価方法の もう一・つですが(ス ライ ド

40)、 これは統計的な分析 と追跡調査 も

実施 したいと思 ってお ります。2015年3

月に卒業 を予定 している方 々を対象 に、

就業力の獲得 に関するアンケー ト調査 を

行お うと考えてお ります。つ ま り今年度

の1年 生ですね。今年の1年 生か ら実際

にはパ イロッ トケースを始めていきます

ので、その人たちが どうい う形になって

いったのか とい う追跡調査をしてい きた

い、 と思 ってお ります。 この追跡調査 と

いうのは、卒業段階でのア ンケー トも行

うわけですが、で きれ ば卒業 した後 も、

社 会で どの ような活躍 を してい るのか、

III
I

一就職率改善と取組全体の数値目標の達成状況の

検討

一更なる改善策を策定し、学外に公表

一取組期間終了後も、外部評価委員の評価は継続

して受ける

一さらに学生の学部教育改革に取り組んでいく

一2015年3月 卒 業予定者を対象に、就業 力の獲得

に関するアンケー ト調査 を行う

一他大学の関係者2名1

一企 業関係者2名

　

鱗 李勲 こついての観点をより重視した外部評倒
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何をやっているのか、 というの もで きれば調査 をしていきたい と考えてお ります。外

部評価委員につ きましては他大学関係者の2名 、それか ら企業関係者2名 にお願いを

しようと思ってお ります(ス ライ ド41)。就業力育成 についての視点 をよ り重視 した

外部評価 を受けてまいるつ もりでお ります。

5.今 後のス ケジ ュール

今後 の ス ケ ジュー ル を最 後 にお示 ししたい と思 い ます(ス ラ イ ド42、43)。2010年

度、 これは今 年度 です けれ ども、 今年 度 の1月 にサ ンプ ルテ ス トを実施 致 します 。 そ

れか ら、 カ リキ ュラ ムチ ェ ック リス トの作 成。 作成 は既 に行 われ てい るの です けれ ど

も、そ れの見 直 しです ね。 見直 しの ため に先進 的 な事 例 を持 って い る大 学 、研 究 機 関

等 の 視察 を行 っ て まい りた い。 そ れ か ら来 年 度、2011年 度 は 「社 会 貢 献 と経 済 学」、

これ を開講iしたい 。 さ らに就業 力測 定 テス トのパ イロ ッ ト版 を実施 致 した い、 と思 っ

てお ります。 また高等教 育 の専 門家 と各教 員 の面談 、 及 び カ リキ ュ ラムチ ェ ック リス

トの改 定、マ イマ ップ システ ムの 開発 な どを予 定 してお ります 。

2012年 度 には この10年 度 ・11年 度 でや って きた こ とをよ り具体 的 に実 施 して い くと

い うこ とで 、進路 の仮 決め のた めの就 業 力測 定 テ ス トを実 施 した い。 ここ まで に、 先

程お話 し しました よ うに、 私達 が不安 に思 って いた り、 なか なか上 手 くい か ない、 と

思 ってい る ことが 、 なん とか クリアで き、 きち ん と した就 業力 テス トがで きれば いい

な、 と思 って お ります 。 その ヒで、 マ イマ ップ シス テ ムの導 入 を図 って まい りた い。

2013年 度 には中 間報告 を公 表 しま して、 仮決 め制 度 を全学 に展 開で きれ ば と考 えてお

ります(ス ラ イ ド44)。 就職 問題 、就 業力 問題 とい うの は、なに も経 済学 部 に限 っ た問

題 では ござい ませ ん ので、 これ につ い て は全 学 に展 開 をす る。 そ もそ も就業 力GPと

》 先慧 斜

】ゆ 響 難

】診 難 鍮

rMy
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い うの は元 々 や は り全 学 で 取 り組 む も

の 、 とい う こ とで 想 定 さ れ て い る よ う

で 、今 回 は経済 学部 がパ イロ ッ トケー ス

とい う こ とで始 め てい る訳 で、経 済学 部

で や って うま くい った点 、 ヒ手 くいか な

か っ た点、 こ うい うの を見直 して 全学 に

展 開 を させ て いた だ けた らな、 と思 っ て

お ります 。 そ のあ と14年 度 ・15年 度 に は

就職状 況 の 総括 と最 終報 告の公表 とい う

舞
】診 就響

】跨 簸讐の
144

ことで、この全体の取 り組みを終結、まとめてい きたいと思 ってお ります。

最後にお知 らせですけれ ども、就業力GPで フォーラムを考えてお ります。就業力

を考えることで来年1月19日 の2時 半か ら、これは8階 の会議室で外 部から講師を招

いて、就業力に関す る講演をお聞きしたい。講演 とい うか研究会というか、勉強会に

で きた らな、 と思っています。この開催の意義は、 ここまで使って きた 「就業力」 と

い う用語ですけれ ども、実際 に人によって全然捉 えノ∫とか イメー ジが違 うのです よ

ね。学部によって も違 うと思い ます。そ うい う意味で、みなさんで就業力という概念

を共有 しようではないか、 どういう事が就業力 なのか、これをまず しっか り踏 まえた

上で、来年度か らの取 り組みを進めてい きたい と思 ってお ります。で きうる限 り、参

加者 との意見交換 を行って創価大学 としての就業力 とは何かを考える場 としてまい り

たい、 と思 ってお ります。

6.終 わ り に

早口で説明 して まい りましたが、以上で経済学部の取 り組みの報告とさせていただ

きますが、最後に一一つ 。実際にこの就業力GPは 始まったのです けれ ども、ちょっと

お耳に入っている方もい らっ しゃると思いますが、民主党の最 も目玉である仕分け事

業のなかで、就業力GPが 廃止 ということになっているのですが、文部科学省の方々

にお聞 きします と、何 とか復活 させる、 ということで取 り組 んでいらっしゃるようで

す。就業力GPも いろいろとスイ ングを している最中でござい ますが、我 々としては

それに関わ りな く、 しっか りと取 り組 んでいきたい と思ってお ります。大変にあ りが

とうござい ました。
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